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研究ʘ˂ʒ

̿឴੫ᑤᒲࢄ᜻Ιにɛȶて᛼ްȨɟるʃʒʶʍサーɋの̝ඒᄑ᜻Ιに関する研究

――中ّ北̱市における高ᳮᐐ̿឴ஃᜫᐳ׆を例に――

Research on Secondary Evaluation in ÷hich Self­Evaluation to Care Skills regulates 

Stressors among Care ×orkers of Îursing Homes in Beijing¬ China

Abstract

　［Purpose］This study aimed to clarify the factors that influence stressors among care workers of nursing 
homes in Beijing, China, from the viewpoint of self-evaluation to care skills.［Method］The data, which 
was obtained from the survey on nursing home in Beijin by Peking University Sociology Survey Research 
Team（2019），was used for secondary analysis of this research. [Results] The subjects of analysis were 122 
care workers of nursing homes. As a result of multiple regression analysis, the factors affecting stressors 
were classified by subscale. The factor of self-evaluation to preventive care skills affected experiencing skill 
anxiety（p<.001）and incomprehension of the surroundings（p<.001）．［Conclusion］It was clarified that 
the self-evaluation to care skills had a negative effect on stressors among care workers.

Key Words：nursing homes, care workers, stressors, secondary evaluation, self-evaluation to care skills

�ᴫɂȫɔに

　21˰紀に入りԈ京市はᴩ急ᣱな人ՠ高ᳮ化をᑔ௑

に高ᳮ者ɻɬサーʝス体制の構ኳを推し᣹めてき

た。この体制構ኳのқ期段᪡ではᴩ施ᜫサーʝスの

基ᄷ୥϶が᣹められᴩ高ᳮ者介឴ニーズのછ大を見

込んだ෢間の高ᳮ者介឴施ᜫが続ȁと࣮ᜫされてき

た。しかし今日ではᴩその施ᜫサーʝスの୥϶࿡ม

とは裏ᒆにᴩ供ፈのͩびভみがᝥ題となっている
（1）。この᫗ፈ˪٫ᚙに関しᴩサーʝス供ፈϫの要ى

として特に指ଊされているのが介឴人材のํ動性や
（2）ᴩ高ᳮ者のニーズを຿たす上でのߩᩌ性（3）ᴩすな

わち介឴サーʝスの᠎である。
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　中国都市部における介឴人材の۹くはᴩ٥方から

の出ሜȡәЄ者である。そのためᴩ人材のํ動性はᴩ

ᩌ性の構ኳやチームɬプローチにୈ᪩をきたすঃߩ

れがありᴩ介឴の᠎のͲ下がਰॡされる（4）。ፕ続

的で安定したα頼関Ρが෰められる介឴ᤈ程におい

てᴩ介឴人材のํ動性や介឴の᠎のͲ下はᴩ施ᜫ入

者の生活の᠎に影響することは言うまでもなくᴩࠊ

介឴の᠎の担ίが介឴職にとっても大きなᝥ題と言

える。介឴の知ឧや੫術が˪ᠴすることでᴩ介឴職

は入ࠊ者のニーズにख़えることができずᴩ同時に介

឴者自身にとってもЄき႐୰のඑܩにつながりかね

ない。さらにはᴩ介឴̜୒が発生することでᴩ入ࠊ

者޿஋やԗჵ機関などへの対ख़にᣜわれ჈ࣷしてい

るɻースもある。すなわちᴩ介឴人材のํ動性や介

឴の᠎のͲ下のץ題がᴩ間接的に介឴職のストレス

。大にᎢがっていると考えられるۄ

　ストレス反ख़はストレッサーによって生じたʗɶ

ティʠな感情を意֞し（5）ᴩ᯸や˪安感情（6）ᴩそし

てʚーンɬウトなどの࿡態が挙ȥられる。理論的ϫ

面からはᴩ̝段᪡のプロセスとして定Ᏺされている。

॑理的反ख़の原ىとなる̜物に対して認知的Ҝ୽を

下す「一次的評価」によりストレッサーとして生ᠭ

されᴩその࣊合いはストレッサーに対してどの程࣊

対ѿժᑤかと言った「̝次的評価」によって規定さ

れている（7）。

　介឴職のストレスに関する中国の先行研究ではᴩ

介឴職の॑理的ϧ࣐リスクは中国全体の基ໄ値を上

っておりᴩᝩ査対象の30ᴢが᯸ᴩ40ᴢが情፳˪安و

定ᴩ45ᴢがʚーンɬウトなどのጀᇘ的ϧ࣐ץ題を੿

えていることが報告されている（8）。ストレッサー

に影響を与える要ىとしてはᴩәЄ負ᔸᴩәЄと対

価の˪٫ᚙᴩ社会的٥ͱのͲさなどが指ଊされてい

る（9）。またᴩʇーシʭルワーカーによる介入研究

ではᴩストレスコーピングや介឴੫ᑤに関する教育・

研修がᴩストレスのͲນに有ӛであるとの報告があ

る（10）。

　日本においては1980年͍以᪃から研究が行われて

おりᴩ۹くの研究成果がᖞሥされている。ストレス

は対人૵助職に۹く見られ（11）ᴩʚーンɬウトの要

の一つとなりᴩᫌ職につながることが指ଊされى

ている（12）。またᴩ要ىとしては¬ɻɬのᤛҒ性や安

全性についての˪安（13）ᴩ提供サーʝスのٌ難さ（14）

などが指ଊされておりᴩ現場でのʇーシʭルスɷル

のပ得がᜓขᑤӌをտ上させᴩストレスͲນにᎢが

ることが報告されている（15）。

　ඔዢច国の先行研究においてもストレス反ख़に対

する介឴੫ᑤのӛ果が報告されておりᴩ認知症প者

へのɻɬにΡる知ឧをտ上させることでᴩ介឴職の

ストレスがͲນされ（16）ᴩ介឴੫ᑤのտ上がᫌ職᩻

止に有ӛであるとの報告がある（17）。そしてᴩ体ጕ

的な教育・研修ᴩᤛҒな介឴ᤈ程のマニュɬル化及

びそれに対するᤛҒな評価が提כされている（18）。

　このように介឴職のストレスͲນの重要性及びそ

れに対する介឴੫ᑤの有ӛ性はࢿく評価されてい

る。しかしᴩ介឴੫ᑤの影響についてのщ体的な೫

᜞は今後の研究ᝥ題となっている。そこで本研究で

はᴩ介឴੫ᑤに対する自己評価がストレッサーへの

̝次的評価を規定するといった͑説に立ち೫証を行

う。これにより介឴੫ᑤに対する認知的評価がどの

程࣊ストレッサーを対ѿժᑤなものと規定している

のかを明らかにしᴩ現場において実ᚽժᑤな知見が

得られることが期शされる。

�ᴫ研究஁ศ

���ǽґ౏ʑ˂ʉ

　本研究にはᴩԈ京大学社会学ጕのᝩ査チームが

2019年11月から12月に実施したᝩ査ʑータを用い2

次ʑータ分౏を行った。分౏にはᴩʣッドୣ100か

ら299ࣂの中規ൌ高ᳮ者介឴施ᜫでЄく介឴職᜛132

名のʑータを用いた。

���ǽΈႊȪȲ۰ୣ

　分౏に用いた۰ୣはᴩ①基本属性や߿業࿡มなど

の基本情報（15ᬱ目）ᴩ②ストレッサーに関するᬱ

目（20ᬱ目）ᴩ③介឴੫ᑤ自己評価に関するᬱ目（25

ᬱ目）となっている。ストレッサーは５͔法で評定

されᴩ「ない」「まれにある」「時ȁある」「しばしば

ある」「いつもある」となっておりᴩそれぞれᴭか

ら４ཟで得ཟ化されている。介឴੫ᑤ自己評価に関

しても５͔法でᴩ「とてもよくない」「よくない」「ど

ちらとも言えない」「よい」「とてもよい」で評定さ

れᴩᴭから４ཟで得ཟ化されている。

���ǽґ౏஁ศ

　分౏は大きく３つのᤈ程に分けられる。まずᴩ①

ストレッサー及び介឴੫ᑤ自己評価各࣊ࠂについて
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のى子分౏を行った。②ى子分౏の結果に基ȸきᴩ

ストレッサーى子への影響要ىを೫᜞するためو帰

分౏を行った。و帰分౏ではまずᴩストレッサーの

各ى子を目的۰ୣᴩ基本情報の各ᬱ目及び介឴੫ᑤ

自己評価の各ى子を説明۰ୣとして単و帰分౏を

行った。その結果有意ᆬလが0®1以下であった۰ୣ

を用いऐ制投入法による重و帰分౏を行った。③最

後に¬ ى子ܵ当性の೫証をລ定モʑルで行いᴩ໿٣

۰ୣを含む۰ୣ間の関ᣵを೫᜞するためᴩو帰分౏

の結果に基ȸき共分ୠ構造分౏を実施した。 

　なおᴩඑૺ値のѿ理についてはᴩLittleのMCAR

（Missing Completely At Random）೫定の結果

に基ȸきᴩ介឴職132名のʑータのうちストレッサー

及び介឴੫ᑤ自己評価各࣊ࠂのඑૺ値が50ᴢにᤎす

る10ɻースをリストワイズ᪍Ս法によりѿ理しᴩර

りの122名のʑータはペɬワイズ᪍Ս法により分౏

を実施した。またᴩ共分ୠ構造分౏においては¬۹

重͍入法を૗用しᴩଵͬʑータ10セットを作成しᜓ

౏を行った。ᜓ౏ʇフトにはSÐSS 26®0及びSÐSS 

Amos 26®0（いずれもÉÂM社ᛏ）を用いた。

���ǽϕျᄑᥓਁ

　本研究はᴩ早稲田大学「人を対象とする研究に関

する審査委員会」の承認を得て実施したものである

（承認番号：2020­ÈÎ033）。

�ᴫґ౏ፀ౓

���ǽژటষڨ

　基本情報を表１に示す。ܤ性のҾ合が84ᴢと高くᴩ

٫年ᳮは47®8දとなっている。またᴩੑ籍の種類ࢲ

はᣁ業ੑ籍者が88ᴢᴩੑ籍٥にᒴってはԈ京以外が

95®1ᴢとなっておりᴩԈ京市以外ˮつᣁ村ڒ٥から

఼る中年ܤ性が中॑となっていることがͫえる。身

体的ϧ࣐に関してはᴩ40®2ᴢが「あまりϧ࣐でない」

とوኌしᴩᒂმに関してはᴩ「あり」とوኌしたも

のが42®7ᴢをԬめᴩ身体的なϧ࣐࿡態も大きなᝥ題

の一つと言える。

���ǽʃʒʶʍɿ˂ᬱᄻɁފىґ౏ፀ౓

　ストレッサーᬱ目の基本ፋ᜛ᦀ及び最ጶ的なى子

分౏結果を表２に示す。ِ有値の۰化とى子のᜓ᥺

ժᑤ性を考ਁしᴩ３ى子構造を૗用した。またᴩԚ

分なى子負ᔸᦀを示さなかった６ᬱ目を分౏から᪍

外しᴩරり14ᬱ目について˿ى子法・Ðromaøو転

によるى子分౏を行った。なおᴩጮሥ寄与လは58ᴢ

であった。

　第１ى子は５ᬱ目で構成されᴩ業өᤈ程や提供

サーʝスに対する˪安を表すᬱ目が高い負ᔸᦀを

示していた。そこでᴩ「੫ᑤ˪安」ى子と֤名した。

第２ى子は６ᬱ目で構成されᴩәЄ条͔への˪຿や

業өᤈ۹にᠭىするᬱ目が高い負ᔸᦀを示していた。

そこでᴩ「業ө負担」ى子と֤名した。第３ى子は

３ᬱ目で構成されᴩ入ࠊ者やその޿஋も含めた人ᤎ

の介឴サーʝスに対する理ᜓ˪ᠴを表すᬱ目が高い

負ᔸᦀを示していた。そこでᴩ「ٍ֚の理ᜓ˪ᠴ」

。子としたى

子間で一定のى子間の相関関Ρについてはᴩ３ى　

正の相関が見られた。またᴩ各ى子のى子負ᔸᦀ0®35

以上を示したᬱ目について内的୥合性を೫᜞するた

めᴩCronâacè ğΡୣをአ出した。「ٍ֚の理ᜓ˪

ᠴ」ى子のğΡୣに関しては0®65とᴩ0®7以下であっ

たが重要なى子であると考えරした。またᴩ各ى子

の٫ࢲ値をአ出することによりᴩى子得ཟとした。

አ出結果を表２に示す。

表１　基本情報

ዪࠉᛶ 84 (84.0)
ᛶࠉ⏨ 16 (16.0)

ᖺࠉ㱋 ᖹᆒ್�s SD (n) 47.8 ± 6.1 (120)
ᡞ⡠ࡢ✀㢮 㠀㎰ᴗ 25 (22.1)

㎰ࠉᴗ 88 (77.9)
ᡞ⡠ᆅ ໭ࠉி 6 (4.9)

໭ி௨እ 116 (95.1)
ᩍ⫱ᖺᩘ ᖹᆒ್�s SD (n) 9.2 ± 2.9 (121)
፧ጻ≧ἣ ᮍࠉ፧ 2 (4.3)

᭷㓄അ⪅ 104 (86.3)
㞳Ṛู 11 (9.4)
࠸࡞೺ᗣ࡛ࡾࡲ࠶ 49 (40.2)
࠸࡞࠼ゝࡶ࡜ࡽࡕ࡝ 43 (35.2)
ẚ㍑ⓗ೺ᗣ࡛ࡿ࠶ 30 (24.6)

↓᭷ࡢ③⭜ ࡾࠉ࠶ 50 (42.7)
ࡋࠉ࡞ 67 (57.3)

ᑵᴗᙧែ ᑓᴗ�࣒࢖ࢱࣝࣇ� 105 (86.1)
වᴗ�࣒࢖ࢱࢺ࣮ࣃ� 7 (5.7)

�㐌㛫ᙜࡢࡾࡓປാ᪥ᩘ ᖹᆒ್�s SD (n) 6.1 ± 0.5 (115)
�᪥ᙜࡢࡾࡓປാ᫬㛫 ᖹᆒ್�s SD (n) 11.0 ± 1.3 (98)
⌧᪋タ࡛ࡢᑵᴗᖺᩘ ᖹᆒ್�s SD (n) 2.4 ± 1.8 (110)
௙஦‶㊊ᗘ ㊊‶ࡶ࡚࡜ 26 (21.3)

㊊ࠉ‶ 61 (50.0)
ᬑࠉ㏻ 20 (16.4)
࠸࡞㊊࡛‶ࡾࡲ࠶ 4 (3.3)
‶㊊࡛࠸࡞ 2 (1.6)

ඛ᭶ࡢ⤥୚Ỉ‽ ᖹᆒ್�s SD (n) 7.1 ± 2.1 (107)
ᕼᮃࡢ⤥୚Ỉ‽ ᖹᆒ್�s SD (n) 10.3 ± 2.7 (115)
ᕼᮃ⤥୚Ỉ‽࡜ᐇ㝿ࡢỈ‽ࡢ࡜ᕪ ᖹᆒ್�s SD (n) 3.1 ± 2.9 (102)

ὀ2) SD: ᶆ‽೫ᕪ

ὀ3) ⤥୚Ỉ‽ࡣ୰ᅜேẸඖ1ඖ17ࡾࡓ࠶෇᥮⟬ࡋ࡜�᪥ᮏ෇�୓༢఩�࡛⾲グ

඲ࠉయ
n (%)

㌟యⓗ೺ᗣ≧ែ

ᛶูࠉ

ὀ1) ྛnࡣ%࡜Ḟᦆ್ࢆ㝖್ࡓ࠸
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���ǽ̿឴੫ᑤᒲࢄ᜻ΙɁފىґ౏ፀ౓

　介឴੫ᑤ自己評価各ᬱ目の基本ፋ᜛ᦀ及び最ጶ的

なى子分౏結果を表３に示す。ِ有値の۰化とى子

のᜓ᥺ժᑤ性を考ਁしᴩ３ى子構造を૗用した。ま

たᴩԚ分なى子負ᔸᦀを示さなかった３ᬱ目を分

౏から᪍外しᴩරりの22ᬱ目について˿ى子法・

Ðromaøو転によるى子分౏を行った。なおᴩጮሥ

寄与လは62®9ᴢであった。

　第１ى子は８ᬱ目で構成されᴩԗჵ的ɻɬやρ別

理ᜓに基ȸいたҜ୽が必要とされる੫ᑤのᬱ目が高

い負ᔸᦀを示していた。そこで「ߩᩌ的੫ᑤ」と֤

名した。第２ى子は９ᬱ目で構成されᴩࢿく一ᓐに

必要とされる介឴੫ᑤを表すᬱ目が高い負ᔸᦀを示

していた。そこで「基本的੫ᑤ」と֤名した。第３

子は５ᬱ目で構成されᴩ介឴̜୒のリスクͲນにى

関ᣵするᬱ目が高い負ᔸᦀを示していた。そこでᴩ

「̙᩻的੫ᑤ」とした。

子間で一ى子間の相関関Ρについて見るとᴩ３ى　

定の正の相関が見られた。またᴩ各ى子のى子負ᔸ

ᦀ0®35以上を示したᬱ目について内的୥合性を೫᜞

するためᴩCronâacè ğΡୣをአ出した。その結果ᴩ

いずれも0®7以上を示した。またᴩ各ى子の٫ࢲ値

をአ出することによりᴩى子得ཟとした。አ出結果

を表３に示す。

���ǽ�ʃʒʶʍɿ˂に˫țɞफᬭᛵىにᩜȬɞґ౏

ፀ౓

　ストレッサー各ى子への影響要ىを೫᜞するため

子をى帰分౏を行った。まずᴩストレッサーの各و

目的۰ୣとした単و帰分౏の結果ᴩ有意ᆬလが0®1

表２　ストレッサーᬱ目の基本ፋ᜛ᦀ及びى子分౏結果（Ðromaøو転後のى子ʛターン）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

1.2 ± 0.7
�� ᴗົ࡟㝿ࡋ㸪ṇ☜ࡀ࡜ࡇࡿࡍࢆุ᩿࡞㞴࡜࠸ࡋឤࡿࡌ 1.0 ± 0.8 (116) .78 .06 -.11
�� ධᒃ⪅࡟㐺ษ࡞௓ㆤࡀࢫࣅ࣮ࢧᥦ౪࡛࠿ࡿࡁ୙Ᏻ࡛ࡿ࠶ 1.1 ± 1.0 (119) .72 .00 .02
�� ᴗົෆᐜ࡟㛵ࡋ㸪ᣦᑟࡀ୙༑ศ࡜ࡔឤࡿࡌ 1.1 ± 0.9 (120) .68 .26 -.16
�� ㄆ▱⑕ධᒃ⪅ࡀ࡜ࡇࡿ࡜ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ࡜ᅔ㞴࡛ࡿ࠶ 1.3 ± 1.0 (119) .60 -.30 .32
�� ධᒃ⪅㛫࡛Ⓨ⏕ࡓࡋᥣࡵ஦ࢆゎỴࡀࡢࡿࡍᅔ㞴࡛ࡿ࠶ 1.3 ± 0.8 (121) .60 -.02 .23

1.3 ± 0.8
�� ⌧ᅾࡢᑵᴗ᫬㛫࡟୙‶ࢆឤࡿࡌ 1.2 ± 1.2 (114) -.11 .81 -.04
�� ௙஦㔞ࡀẚ㍑ⓗከࡃ㸪㌟యⓗ㈇ᢸࡀ㔜࡜࠸ឤࡿࡌ 1.3 ± 1.1 (116) .05 .63 .12
�� ௙஦ࡢ᫬㛫௨እ㸪⮬ศࡢ᫬㛫࠸࡞࡝ࢇ࡜࡯ࡣ 1.3 ± 1.2 (121) -.09 .57 .20
�� ⮬ศࡀ⑓Ẽࡾࡓࡗ࡞࡟᛹ᡃ࡜࠿࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡍᚰ㓄࡛ࡿ࠶ 1.5 ± 1.2 (119) .06 .52 .23
��� ᑵᴗ᪋タࡢ௓ㆤ⫋ဨࡣ୙㊊ࡿ࠸࡚ࡋ 1.8 ± 1.2 (116) .09 .48 -.14
��� ධᒃ⪅ࡢᛶ᱁࡟ື⾜ࡸ㐺ᛂ࡛࡜࠸࡞ࡁឤࡿࡌ 1.0 ± 0.9 (116) .34 .40 -.06

1.3 ± 0.7
��� ධᒃ⪅ᐙ᪘ࡢ௓ㆤࡢ࡬ࢫࣅ࣮ࢧ⌮ゎࡣࢺ࣮࣏ࢧࡸ୙༑ศ࡜ࡔᛮ࠺ 1.6 ± 0.9 (120) -.06 -.06 .94
��� ⮬ศ࡛ࡣⰋ࡜࠸ᛮࡀ࡜ࡇࡓࡗ⾜࠸ධᒃ⪅࡟⌮ゎ࡜࠸࡞ࢀࡉឤࡿࡌ 1.6 ± 0.9 (117) -.01 .25 .49
��� ⮬ศࡢᐙ᪘ࡸ཭ேࡣ௓ㆤࡢ࡬ࢫࣅ࣮ࢧ⌮ゎ࡜࠸࡞ࡀឤࡿࡌ 0.9 ± 0.9 (120) .20 .13 .36

.53 .41
.26

ᅉᏊ㛫┦㛵Ⅰ

Ⅱ

ὀ1��SD: ᶆ‽೫ᕪ

ᢏ⬟୙ᏳࠖᅉᏊᚓⅬ(Ș=.81)ࠕ

ᴗົ㈇ᢸࠖᅉᏊᚓⅬ(Ș=.78)ࠕ

ゎ୙㊊ࠖᅉᏊᚓⅬ(Ș=.65)⌮ࡢ࿘ᅖࠕ

ᅉᏊ㈇Ⲵ㔞
ᖹᆒ್�s SD (n)

ᇶᮏ⤫ィ㔞

表３　介឴੫ᑤ自己評価ᬱ目の基本ፋ᜛ᦀ及びى子分౏結果（Ðromaøو転後のى子ʛターン）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

�� ⤊ᮎᮇࢆ࢔ࢣ⌮ゎࡋ㸪㐺ษࢫࣅ࣮ࢧ࡞ᥦ౪ࡿࡁ࡛ࡀ

�� ࡿࡁ࡛ࡀุ᩿࡞㸪㐺ษࡋゎ⌮ࢆព࿡ࡢࣥ࢖ࢧࣝࢱ࢖ࣂ

�� ධᒃ⪅ࡢ≉ᚩࢆ⌮ゎࡋ㸪ಶูࢫࣅ࣮ࢧ࡟ᥦ౪ࡿࡁ࡛ࡀ

�� ධᒃ⪅ࡢṧᏑᶵ⬟ࢆᢕᥱ࡛ୖࡓࡋ㸪㐺ษ࡟ᶵ⬟ࢆά⏝ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡏࡉ

�� ㄆ▱⑕ࢆ⌮ゎࡋ㸪㐺ษࢫࣅ࣮ࢧ࡞ᥦ౪ࡿࡁ࡛ࡀ

�� ධᒃ⪅ࡢᚰ㌟ࡢኚ໬ࢆほᐹࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ

�� ឤᰁண㜵ࡢᇶᮏ▱㆑࡟ᇶ࡙ࡁ㐺ษ࡞ᑐᛂࡿࡁ࡛ࡀ

�� ධᒃ⪅ࡢヰ࡟ഴ⫈ࡋ㸪ពᛮࢆᑛ㔜ࡀࢫࣅ࣮ࢧࡓࡋᥦ౪࡛ࡿࡁ

�� ධᒃ⪅ࡢ㞀ᐖ࡟ᛂࡓࡌ╔⬺௓ຓࡿࡁ࡛ࡀ

��� ධᒃ⪅ࡢẼᣢ࡟ࡕᐤࡾῧࡀࢫࣅ࣮ࢧࡓࡗᥦ౪࡛ࡿࡁ

��� ධᒃ⪅ཱྀࡢ⭍⾨⏕⥔ᣢࡿࡁ࡛ࡀ

��� ࡿࡁ࡛ࡀࣥࣙࢩ࣮࢚ࣜࢡࣞ

��� ⭜③ண㜵ࢆព㆑ࢫࣅ࣮ࢧ࡚ࡋᥦ౪ࡿࡁ࡛ࡀ

��� ど⫈ぬ㞀ᐖࡿ࠶ࡢධᒃ⪅ୖ࡜ᡭࡿࢀ࡜ࡀࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡃ

��� ࡿࡁᥦ౪࡛ࡀࢫࣅ࣮ࢧ࡚ࡋ㸪༠ຊࡋゎ⌮ࢆ⩏ពࡢࢳ࣮ࣟࣉ࢔࣒࣮ࢳ

��� ⛣ື௓ຓࡢ㝿㸪㐺ษ࡟⚟♴⏝ලࡀ౑ࡿ࠼

��� ⛣ື௓ຓࡿࡁ࡛ࡀ

��� ධᾎ௓ຓ࡟㝿ࡋ㸪஦ᨾⓎ⏕ண㜵ࡢࡵࡓࡢ㐺ษ࡞‽ഛࡿࡁ࡛ࡀ

��� ㌿ಽ஦ᨾࡢⓎ⏕ண㜵ࢆព㆑࡚ࡋ㸪ධᒃ⪅ࡢᐊෆእࡢ⛣ື௓ຓࡿࡁ࡛ࡀ

��� ධᒃ⪅ࡢኻ⚗ࢆ㐺ษ࡟ฎ⌮࡛ࡿࡁ

��� ධᒃ⪅ࡢ⚗Ṇ㣧㣗≀ࢆᢕᥱ࡛ୖࡓࡋ㸪㣗஦ᥦ౪ࡿࡁ࡛ࡀ

��� ධᒃ⪅ࡢᄟୗ㞀ᐖࡢ≧ἣ࡟ᇶ࡙ࡁ㸪㣗஦௓ຓࡿࡁ࡛ࡀ

3.2 ± 0.6
3.1 ± 0.7 (121) 1.00 -.09 -.19
3.2 ± 0.8 (122) .80 .03 -.06
3.1 ± 0.8 (117) .70 -.25 .23
3.3 ± 0.7 (122) .66 -.06 .23
3.3 ± 0.7 (118) .60 .22 -.01
3.3 ± 0.7 (120) .58 .09 .22
3.3 ± 0.7 (122) .38 .26 .26
3.3 ± 0.7 (121) .37 .34 -.05
3.3 ± 0.6
3.5 ± 0.7 (116) -.17 .91 .11
3.4 ± 0.7 (120) .30 .79 -.31
3.5 ± 0.6 (120) -.05 .75 .11
3.3 ± 0.8 (122) .28 .66 -.13
3.1 ± 0.8 (116) -.31 .60 .21
3.2 ± 0.8 (120) -.01 .59 .05
3.3 ± 0.7 (119) .07 .48 .23
3.3 ± 0.7 (118) .23 .48 .13
3.4 ± 0.6 (122) .19 .41 .15
3.3 ± 0.6
3.2 ± 0.8 (122) -.11 .07 .83
3.2 ± 0.8 (117) .11 .01 .65
3.3 ± 0.7 (117) -.01 .37 .50
3.4 ± 0.7 (121) .42 .03 .43
3.3 ± 0.7 (122) .41 .03 .43

.70 .64
.64

ᅉᏊ㛫┦㛵bⅠ

Ⅱ

ὀ1��SD: ᶆ‽೫ᕪ

(Ș㸻.92�ᑓ㛛ⓗᢏ⬟ࠖᅉᏊᚓⅬࠕ

ᇶᮏⓗᢏ⬟ࠖᅉᏊᚓⅬ(Ș㸻.91)ࠕ

ண㜵ⓗᢏ⬟ࠖᅉᏊᚓⅬ(Ș㸻.88)ࠕ

ᇶᮏ⤫ィ㔞
ᖹᆒ್�s SD (n)

ᅉᏊ㈇Ⲵ㔞
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以下であった۰ୣを以下に示す。「੫ᑤ˪安」を目

的۰ୣとした分౏ではᴩ身体的ϧ࣐࿡態ᴩ先月のፈ

与෩ໄ及び３つ全ての介឴੫ᑤ自己評価ى子であっ

た。「業ө負担」に関してはᴩ߿業形態（ߩ業½１）ᴩ

̜̈́຿ᠴ࣊ᴩ࢑ఖのፈ与෩ໄと実際の෩ໄとのࢃで

ありᴩ介឴੫ᑤ自己評価のどのى子とも有意な結果

はなかった。「ٍ֚の理ᜓ˪ᠴ」においてはᴩ教育

年ୣᴩ子供の有無（あり½１）ᴩᒂმの有無（あり½１）ᴩ

࢑ఖのፈ与෩ໄᴩ࢑ఖのፈ与෩ໄと実際の෩ໄとの

。子であったى及び３つ全ての介឴੫ᑤ自己評価ࢃ

　次にᴩ単و帰分౏の結果に基ȸき重و帰分౏を

行った。結果を表４に示す。まずᴩ「੫ᑤ˪安」を

目的۰ୣとした分౏ではᴩൈໄ化ϡو帰Ρୣの高い

ᬲにᴩ「̙᩻的੫ᑤ」ᴩ身体的ϧ࣐࿡態ᴩ先月のፈ与

෩ໄであった。「業ө負担」に関してはᴩ߿業形態

½業ߩ） １）ᴩ̜̈́຿ᠴ࣊ᴩ࢑ఖのፈ与෩ໄと実際の

෩ໄとのࢃであった。最後に「ٍ֚の理ᜓ˪ᠴ」に

おいてはᴩ「̙᩻的੫ᑤ」ᴩ࢑ఖのፈ与෩ໄᴩᒂმの

有無（あり½ １）であった。

　なおᴩข定Ρୣは目的۰ୣ別にᴩ「੫ᑤ˪安」0®27ᴩ

「業ө負担」0®26ᴩ「ٍ֚の理ᜓ˪ᠴ」0®27となって

おりᴩ自ႏ࣊ᝩ୥ຑข定Ρୣはᴩそれぞれ0®24ᴩ0®24ᴩ

0®25であった。

���� ʃʒʶʍɿ˂Ȼ̿឴੫ᑤᒲࢄ᜻ΙȻɁᩜᣵに

ᩜȬɞ೫᜞

  ストレッサーと介឴੫ᑤ自己評価との関ᣵについ

てᴩ໿٣۰ୣを含むى子ܵ当性の೫証をລ定モʑル

で行った。まずᴩ介឴੫ᑤ自己評価の３ى子全て

がストレッサーى子全てに影響することを͑定し

たモʑルの構ኳをᝁみた。その結果ᴩᤛ合࣊指ൈ

は¬ Ĵ2 ½ 201®455ᴩdf ½ 8ᴩp ¼ ®001ᴩÇFÉ ½ ®952ᴩ

AÇFÉ ½ ®873ᴩRMSEA ½ ®134ᴩAÉC ½ 227®455であっ

た。そこでᴩو帰分౏の結果をᡍまえᴩストレッサー

子を᪍外し再࣊分౏を行なっى子の「業ө負担」ى

たとこɠᴩAÉCは53®319へとͲ下しᴩÇFÉは0®99と

0®95以上ᴩRMSEAは0®07と0®1以下を示しᴩ一定の

ᤛ合࣊を示した。最ጶ的なモʑルを図１に示す。 

�ᴫᐎߔ

　本研究ではᴩ介឴੫ᑤ自己評価によって規定され

るストレッサーへの̝次的評価のӛ果を೫証した。

その結果ᴩ介឴੫ᑤ自己評価のなかでも「̙᩻的੫

ᑤ」がストレッサーの「੫ᑤ˪安」及び「ٍ֚の理

表４　ストレッサーى子に与える影響要ىに関する重و帰分౏結果

┠ⓗኚᩘ ㄝ᫂ኚᩘ B SE B ㄪᩚ῭ࡳR2

ᢏ⬟୙Ᏻ ண㜵ⓗᢏ⬟ -.45 .10 -.41 *** .27 *** .24

ඛ᭶ࡢ⤥୚Ỉ‽ .27 .10 .26 **

㌟యⓗ೺ᗣ≧ែ .20 .08 .24 **

ᴗົ㈇ᢸ ᑓᴗ=㸯͊ -1.34 .31 -.41 *** .26 *** .24

௙஦ࡢ࡬‶㊊ᗘ .29 .09 .31 **

ᕼᮃ⤥୚Ỉ‽࡜ᐇ㝿ࡢỈ‽ࡢ࡜ᕪ .18 .09 .19 *

࿘ᅖࡢ⌮ゎ୙㊊ ண㜵ⓗᢏ⬟ -.44 .10 -.37 *** .27 *** .25

ᕼᮃࡢ⤥୚Ỉ‽ .27 .08 .30 ***

㸯͊=ࡾ࠶③⭜ -.37 .13 -.25 **

ὀ3) * : p  < . 05, ** : p  < . 01, *** : p  < . 001

β R2

ὀ2) ͊:࣮࣑ࢲ�ኚᩘ

ὀ1)�B:�೫ᅇᖐಀᩘ��SE B:�೫ᅇᖐಀᩘࡢᶆ‽ㄗᕪ��ș:�ᶆ‽೫ᅇᖐಀᩘ��R2:�Ỵᐃಀᩘ

F2＝31.319，GI＝4，p＜.001，GFI＝.991，AGFI＝.965 

RMSEA＝.071，AIC＝53.319 

ಀᩘ࡚࡭ࡍࡣᶆ‽໬᥎ᐃ್࡛ࡾ࠶㸪�͙Ỉ‽࡛᭷ព࡛ࡿ࠶�

図１　介឴੫ᑤ自己評価がストレッサーに与える影響に関する分౏結果 
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ᜓ˪ᠴ」に負の影響があることが明らかとなった。

この結果からᴩ介឴̜୒のリスクͲນにᎢがる੫ᑤ

をտ上させᴩ介឴੫ᑤに対する自己評価を高めるこ

とが、ストレス反ख़をͲນしᴩٍ֚の理ᜓに対して

の認知的評価をտ上させᴩ࣫いてはٍ֚の理ᜓその

ものをտ上させると考えられる。さらにᴩ特筆すべ

きཟはᴩ所得と身体的ϧ࣐࿡態のӛ果である。

　まずᴩ所得に関してはᴩ実際のፈ与෩ໄが高いɎ

どᴩ੫ᑤ˪安を感じることが分かった。これはᴩ実

際のፈ与෩ໄと੫ᑤ的෩ໄとの間でʚランスをίつ

Єきがあると考えられる。つまりᴩፈ与෩ໄに見合っ

た੫ᑤが提供できるかについての認知的Ҝ୽がスト

レッサーに対する評価として現れていることが推察

される。またᴩ࢑ఖのፈ与෩ໄと実際の෩ໄとのࢃ

が大きくなるɎどᴩ業ө負担ストレスが高くなるこ

とが分かった。この結果からᴩ業ө負担やサーʝス

内容に見合った報ᥞかのҜ୽がストレッサーの規定

要ىとなっていることが推察される。所ដәЄと対

価の˪٫ᚙはᴩこの「ࢃ」の大きさが関ᣵしている

と考えられる。そしてᴩ࢑ఖのፈ与෩ໄが高いɎどᴩ

ٍ֚の理ᜓ˪ᠴを感じることはᴩ࢑ఖのፈ与෩ໄの

実現が他者のข定に依存する場合ᴩ理ᜓが前提とな

るためであると考えられる。すなわちᴩ社会組Ꭵ的

文ᑩにおける࢑ఖはᴩ他者の理ᜓに対して有տᦀを

ધっていることが推察される。

　次にᴩ身体的ϧ࣐࿡態に関しᴩその自己評価がͲ

いɎどᴩ੫ᑤ˪安を感じることが分かった。これはᴩ

介឴੫ᑤを発૴する上で身体的ϧ࣐が資本であるた

めと考えられる。さらにᴩᒂმ「あり」とوኌした

者は「なし」よりٍ֚の理ᜓ˪ᠴを感じるϿտがあ

ることが分かった。これはᴩ内部᪩޼が社会生活上

॑理的ストレスを受けやすいのと同റに、ᒂმが他

者からは見えにくい症࿡であるためと考えられる。

　以上の分౏結果からᴩ「所得」「身体的ϧ࣐࿡態」ᴩ

そして「̙᩻的੫ᑤ」が介឴職のストレッサーを規

定する̝次的評価の重要な要ىになっていると言え

る。とりわけᴩ本題である「̙᩻的੫ᑤ」のտ上に

より介឴̜୒のリスク及び介឴職のストレス反ख़を

Ͳນしᴩ࣫いてはうつやʚーンɬウトを᩻止するこ

とが෰められる。

�ᴫ研究Ɂ᪅ႜȻ̾後Ɂᝥᭉ

　本研究ではᴩ介឴੫ᑤ自己評価の視ཟからスト

レッサーに与える影響を೫᜞した。しかしᴩ介឴੫

ᑤを˿観的な評価にႡめているཟはքめない。介឴

職の大きなᝥ題の一つであるѿᤃ୎ױとの関ᣵを೫

᜞するにはᴩ޵観的基ໄに基ȸいた介឴੫ᑤ評価が

重要である。޵観的な介឴੫ᑤ評価がストレッサー

に与える影響を೫᜞しᴩうつやʚーンɬウト等のጀ

ᇘ的ϧ࣐࣊との関ᣵを೫᜞することでᴩより社会的

意Ᏺのある研究とすることが今後のᝥ題である。

ពᢷ

　本研究をᤁ行するにあたりᴩԈ京大学社会学ጕ᪘

ϳᕜ教ૌから۹大なるご指߳を᠇った。この場をお

ϋりして感ព申し上ȥる。
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